
 

 

令和 5 年 6 月 16 日 

消防庁消防研究センター 

 

令和５年度 消防防災科学技術賞  

応募作品について 

 

 

本表彰制度は、消防防災機器等の開発・改良、消防防災科学に関する論文及び原因調

査に関する事例報告の分野において、優れた業績をあげた等の個人又は団体を消防庁長

官が表彰することにより、消防防災科学技術の高度化と消防防災活動の活性化に資する

ことを目的として、平成 9年度から実施しています。 

令和 5年度においては、作品募集が 4月 20 日(木)に締め切られ、全国の消防機関、

消防機器メーカー等から、総計 78 編（消防防災機器等の開発・改良 37 編、消防防災科

学論文 24 編、原因調査事例 17 編）の応募がありました。 

今後、審査を経て、9月頃受賞作品が決定される予定です。 

 

 

資料１ 令和 5年度消防防災科学技術賞 応募作品一覧 

資料２ 令和 5年度消防防災科学技術賞 応募作品概要 

 

連絡先 

 

消防庁消防研究センター 研究企画部 

電話 0422-44-8331(代表) 

メールアドレス：hyosho_nrifd8@soumu.go.jp 



作品番号 作品名 主たる応募者

A 喪失による後悔を備えに繋げる市民向け防災教材の作成 神戸市消防局／樋口貴洋

A 違反是正業務におけるデジタルツール活用の研究 神戸市消防局／伊藤章浩

A ICTを活用した遠隔からの火災調査支援に関する研究 神戸市消防局／馬田健太郎

A スケッド型パッキングホースの考案について 甲賀広域行政組合消防本部／福永剛士

A ブラックライトを活用した清掃補助ゴーグルの考案 甲賀広域行政組合消防本部／片岡佳樹

A 電気コード絡み防止アダプターの考案について 甲賀広域行政組合消防本部／加川涼真

A 消防ホースを活用したボートカバーの開発 東近江行政組合消防本部／保海翔平

A 健康被害を考慮した防火フードの改良 東近江行政組合消防本部／藤田隆行

A 隊員の空気消費量に合わせた活動時間設定器具の考案 東近江行政組合消防本部／西川竜平

A ワンタッチ開閉式ガーグルベースンカバー 東近江行政組合消防本部／森洋平

A 救助用縛帯の改良（縛帯型担架） 東近江行政組合消防本部／森志翔

A パラソルアイソレーションフードの考案について 東近江行政組合消防本部／河村健太郎

A 表示式ボンベキャップ 東近江行政組合消防本部／小嶋貴裕

A ヨレとって 栃木市消防本部／天谷佳広

A 防炎カーテンを使用した防炎スモークカーテンの開発 倉敷市消防局／木村寧友

A 自発光型の機能を有する無線機ベストの改良について 倉敷市消防局／本田一輝

A 粉体（粒状油吸着材、凍結防止剤）散布機の開発 倉敷市消防局／宗田稔広

A 可搬式ポンプ水平装置の開発について 日高広域消防事務組合消防本部／黒井郁弥

A シングルスピン（65mmホースの回転式延長）の開発について 大阪市消防局／奥田剛

A プライバシーシートの改良
福岡市消防局／
山形潤・中村裕樹・石津幸太郎

A 土砂災害用ゾンテ棒の開発について 福岡市消防局／桑山昇

A 震災時の火災調査立会い確認フォームの作成 東京消防庁／鈴木篤

A 傷病者情報のバーコード管理表の開発 浜松市消防局／桑原輝之

A 消防水利への転落を防止するマルチセーフティボードの開発について 横浜市消防局／榎本宜薫

A 組立式火災訓練施設の開発 堺市消防局／定永拓也

A シーリングライト一体型住宅用火災警報器の開発 湖南広域消防局／大谷将司

令和5年度消防防災科学技術賞
応募作品一覧

A 消防職員・消防団員等の部における消防防災機器等の開発・改良

資料1
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作品番号 作品名 主たる応募者

A シューズカバーの改良について 湖南広域消防局／中島哉文

A 自動式心マッサージ器搬送補助器具の開発 湖南広域消防局／杉江健太

A 面体一体型防火フードの考案について 湖南広域消防局／織田俊弥

A トレンチショートボード 岡山市消防局／松田健

A 廃棄ホースを使用した陽圧式化学防護服用ニーパッドの開発 岡山市消防局／宮崎洋平
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作品番号 作品名 主たる応募者
B アルカリ性物質漏洩時のクエン酸を用いた消防活動の研究 名古屋市消防局／江坂誠一

B 有馬温泉街における火災対応力の強化について 神戸市消防局／蔵元良平

B 防火管理の実効性向上を目指した消防計画の研究 神戸市消防局／池田恵

B ＃ボランティア消防団員制度 甲賀広域行政組合消防本部／市井和也

B ボディメカニクスと古武術を用いたストレッチャーの持ち上げ動作の考察 東近江行政組合消防本部／小野陽平

B サイディング建物の延焼阻止方法について 京都市消防局／宮田真行

B
交通救助事故現場におけるステップチョーク等を活用した車両安定化につ
いて

京都市消防局／浅井良介

B
更新可能な大文字山山岳地図の作成による大文字山における効率的な山岳
救助方策の一考察について

京都市消防局／土岸真哉

B 浸水区域（低水位）でのボート救出の検証及び訓練方法の考察について 西宮市消防局西宮消防署第２係高度救助隊

B あらゆる状況に対応した実践的な火災対応訓練の確立 姫路市消防局／芦田淳一・西田 和也

B リチウムイオンバッテリー搭載車両火災に対する消火体制の構築 大阪市消防局／北野勝也

B シリコンテープを用いた退避区画形成に関する有効性の検証について 大阪市消防局／西村辰紀

B 「スマートフォンで出来る簡易トリアージ」 福岡市消防局／矢野淳志・森本 新平・高松 浩平

B 火災現場における出火箇所の判断に資するブレーカの挙動に関する研究 さいたま市消防局／髙垣克樹

B はしごクレーン救出第１法時におけるはしご等に作用する力に関する検証 東京消防庁安全推進部安全技術課／石﨑大河

B
１年間の観測地震波を用いた家具転倒防止器具の転倒防止効果に関する検
証

東京消防庁／田近義宏

B
心肺機能停止傷病者に対する静脈路確保及びLTSによる気道確保における
成功率を高める方策の研究

東京消防庁令和4年度第三消防方面救急研究会

B GIGAスクール構想と連携した防災教育の推進について 横浜市消防局／大本冴

B 「潜在的リスク」に着目した潜水救助訓練に関する安全管理と育成事例 岡山市消防局／前田啓

B 救助訓練用ダミーへ装着可能なICTシステムの開発とその有効性 岡山市消防局／岩﨑智樹

B 出前型VR広報による効果の検証について 岡山市消防局／渡邉太之

B 消防職員・消防団員等の部における消防防災科学論文
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作品番号 作品名 主たる応募者
C シロップからの出火事例 姫路市消防局／有坂涼

C テレビドアホンのドアホン親機から出火した火災について 東近江行政組合消防本部／村田健

C 住宅建築での施工が起因した漏電火災事例 東近江行政組合消防本部／西村卓也

C
電子式電力量計（スマートメーター）と配線遮断器を接続する電気配線か
らの出火に関する調査報告

東近江行政組合消防本部／山田直樹

C トレーラのアクスルナットが離脱したことで出火に至った事例 福岡市消防局／川越怜史

C 屋外タンク貯蔵所（灯油）における火災原因調査について 徳島市消防局／松本理史

C 輻射熱の影響による出火事例について 東大阪市消防局警防部予防広報課／中西勇人

C コークスが媒介した異極間スパークの発生について 北九州市消防局／中島壮一郎

C
火災原因調査から考案したブレーカーの作動から導く効果的な火災予防広
報

西宮市消防局西宮消防署／細田郷介

C 停車後間もない車両から出火した火災の調査報告 桐生市消防本部／萩原宏昭

C ポータブル電源から出火した火災について 川崎市消防局／明石仁

C 射出成型機火災の原因究明及び再発防止対策について 大府市消防本部／川口智弘

C ACアダプタ一体型モバイルバッテリーから出火した事例について 川崎市消防局／藤川知久

C
リチウムイオン電池（一次電池、二次電池）を混在使用し、一次電池を
誤って充電したことにより発火した火災について

京都市消防局／山根大樹

C
釣り用電動リールのバッテリー配線部から出火し、リコール対象となった
火災の調査事例について

大阪市消防局予防部予防課（調査鑑識）／
鎌田健一

C ボイラー設備の電動機の調査報告 浦安市消防本部／竹中敦一

C LEDテープライトからの出火事例の調査報告 岡山市消防局／繪面暢利

C 消防職員における原因調査事例
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作品番号 作品名 主たる応募者
D AI火災予兆検知システム 株式会社RapidX

D
車庫内等の狭所においてホースカー等へのホースの積み込みを容易にする
器具の開発

大阪北港地区共同防災組合／荻野聡

D 確実で安全なガンタイプノズル受け口の開発 ヨネ株式会社／髙雄信行

D 救急隊員を守る感染症対策カーテン（OHアングルSAKAI）の開発 ＣＫ Ｃｏｍｐａｎｙ有限会社

D
感染防止性・夏季における冷却性等に優れた能力を有する感染防止衣の開
発

ユニチカトレーディング株式会社・
広島国際大学

D
救急車におけるファインバブルオゾンガス処理水霧化による空間除菌処理
に関する研究

株式会社ＩＨＩ物流産業システム

作品番号 作品名 主たる応募者
E

コーンカロリメータ試験によるケーブル垂直トレイ試験における燃焼長の
推定法

一般社団法人電線総合技術センター／深谷司
国立大学法人豊橋技術科学大学／中村祐二

E 救急活動における感染防止衣の汚染状況と対策に関する研究 広島国際大学／佐々木広一

E
新型コロナウイルス感染拡大と救急搬送需要の変化―事故種別、年齢別の
分析―

日本体育大学保健医療学部救急医療学科／
三橋正典

D 一般の部における消防防災機器等の開発・改良

E 一般の部における消防防災科学論文
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意

１ 作品名 喪失による後悔を備えに繋げる市民向け防災教材の作成 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（神戸市消防局）  樋口 貴洋 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

（字数制限 280 字に設定してあります） 

防災意識の高さが必ずしも実際の備えに繋がらない現状が
ある。人間には「自分は絶対大丈夫」と思う「正常性バイ
アス」と同時に「大切な人のことは心配」と思う「心配性
バイアス」も働くことから、大切な人を守りたいと願う意
識を備えに繋げることを目的として、死生学の「死の疑似
体験」を活用した防災教材を作成した。ただし、防災関係
者や教育関係者等が実施しやすい教材とするべく、体験者
の心理的負担や恐怖アピールに対する批判、防災啓発とし
て実際の対策に繋げる点に配慮して作成し、教材を用いた
実践結果から効果を検証した。

本文中の連番：図 1 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

一般向け防災啓発 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無 

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有 無 ☐

先行事例：関西学院大学 金菱清氏 疑似喪失体験プログラム 

相違点 1 感情喚起効果の適正化を図った点 

相違点 2 恐怖アピールを有効化した点 

相違点 3 現実の行動への結びつけをおこなった点 

相違点 4 誰もが活用できる教材として汎用化を図った点 

資料2
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 違反是正業務におけるデジタルツール活用の研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（神戸市消防局）伊藤 章浩 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

昨今、火災予防分野においては電子申請の導入が推進さ
れているが、オンラインで完結することが難しい立入検査
や違反是正業務についても、限られたマンパワーで効率化
を図るため、Microsoft AccessとMicrosoft Excelの機能で
あるPower Queryの連携によるデータベース管理及びダッ
シュボードシステムと、クラウドサービス
（Microsoft365）を活用した立入検査用・違反調査用アプ
リケーションを開発した。

 

本文中の連番： 図 13 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

違反是正 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有（一部）    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有 無 ☐ 

本研究は大きく 2 つの開発内容が含まれており、そのうちデータベース関連については、

消防庁予防課の第 3 回予防業務優良事例表彰で長官賞を受賞した岡山市消防局の違反是正デ

ータベースシステムを参考としています。本研究ではこれを参考にさせていただき、当市の

業務に合わせて改良したことに加え、予防業務システムから抽出したデータの整形及び管理

データの見える化の部分を自動化させることとしています。 

また、アプリ関連については、令和 3 年度消防防災科学技術賞優秀賞の「違反処理支援ア

プリ」の開発が先行的事例となりますが、タブレット等の端末を立入検査等で使用する点は

共通するものの、本研究ではクラウドサービスの活用や、写真への書き込み・RPA を活用した

様式作成等、機能面では大きく異なります。 

2



（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 9 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ICT を活用した遠隔からの火災調査支援に関する研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（神戸市消防局）馬田 健太郎 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

現場での発掘や情報収集が重要となる火災調査を、Webを
活用した遠隔調査支援を行うことにより、これまでフォ
ローできなかった火災調査に対しても、本部から情報を現
場に届けることができるか研究を行った。
実施方法は、調査を行う現場の職員が、業務用PCやタブ

レット端末を持参し、Webを通じて本部と連絡をとる。本部
は、現場から送られた映像や画像などの情報を基に鑑識を
行い、必要な助言をし現場での調査を支援する。
今回の研究のように、遠隔調査支援が体制が整えば、原

因究明率の向上や、各署員の負担軽減及び知識向上などの
効果が期待できると考える。

 

本文中の連番：写真 1 

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

火災原因調査、火災予防 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良   

  概要 

3/10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 スケッド型パッキングホースの考案について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（甲賀広域行政組合消防本部）福永 剛士 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

狭あい空間に要救助者がいる場合、救助隊員がパッキン
グシートを携行し、救助活動を行いますが、パッキング
シートの耐久性が低く、石や瓦れき等で破損し、障害物で
要救助者が負傷する危険性があります。また、類似資機材
のスケッド担架は、高価であり、十分な数を確保しておく
ことが財政的に難しいと考えます。

今回考案した本機器は、廃棄された消防用ホースを再活
用することで、耐久性・保温性・操作性を確保し、低コス
トで大量作成が可能であり、消防団及び自衛消防隊に配備
し、大規模災害対応の備えとすることができます。

 

本文中の連番：写真 2 

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ブラックライトを活用した清掃補助ゴーグルの考案 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（甲賀広域行政組合消防本部）片岡 佳樹 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

新型コロナウイルスは、飛沫又は接触によって感染する
ものと考えられている。そのため、新型コロナウイルス陽
性者搬送後は、接触感染の可能性がある場所を確実に消毒
する必要がある。感染源となる体液や唾液は、ブラックラ
イトを当てると発光することが知られている。そこで、ブ
ラックライトをゴーグルに取り付けた清掃補助ゴーグルを
試作し、救急車内の消毒に要する時間を計測した。その結
果、作業時間を平均2.6分短縮することができた。

感染源を可視化し、両手で感染源を拭き取ることができ
るこのゴーグルは、新型コロナウイルスに限らず、あらゆ
る感染症に有効であると考える。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 電気コード絡み防止アダプターの考案について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（甲賀広域行政組合消防本部）加川 涼真 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

夜間又は暗所における消防活動は、隊員の視野を狭めるだけで

なく、消防隊の活動・連携に支障をきたし、二次災害の危険性を高

くする要因の一つです。近年における複雑な建物構造において、屋

内進入時の照明資機材は活動の幅を広げるとともに隊員の安全を

確保し、また、夜間活動においては屋外の危険因子を早期に取り除

くなど、照明資機材の設定時間が短縮されることで、より効果的な

活動をする上で必要不可欠なものです。 

  そこで今回、照明器具の一つである投光器の電気コードを、より

安全かつ迅速に展張でき、夜間や暗所においても視認できる「電気

コード絡み防止アダプター」を考案しました。 

本文中の連番：  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

夜間時における消防活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 15 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 消防ホースを活用したボートカバーの開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）保海 翔平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

　近年、局地的な豪雨、台風等による洪水や浸水が全国的
に頻発しており、水面活動をより安全で有効的なものにす
る必要があります。平成30年度救助技術の高度化等検討会
報告書（動力ボートの効果的活用による救助技術の高度化
について）には、瓦礫等に強いケブラ－補強が施された
ボートを活用する必要があると記されていますが、救命ボ
－トを保有する消防本部の約7割はゴムボートであり、瓦礫
や漂流物等の影響を受けにくいFRPボートやアルミボートは
全国で2割程度しか導入されていないのが現状です。そう
いった経緯から耐久性と耐切創性に優れた消防ホースを活
用したボートカバ－を開発しました。

 

本文中の連番：写真 7 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  

なし 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 健康被害を考慮した防火フードの改良 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）藤田 隆行 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

防火フードは、火炎や浮遊塵埃等から保護する個人防火
装備であるが、その効果を得るには肌が露出しないよう確
実に着用する必要があります。また、現状の防火フードは
常時、首元に着用しておく必要があることからヒートスト
レスの原因となる可能性があり全国的な普及には至ってい
ません。

今回、防火フードを面体に容易に取り付けられ活性炭
フィルター交換式の防塵マスク機能を有する改良を加えた
ことで、確実な着用とヒートストレスの軽減が可能とな
り、併せて火災現場における有害な浮遊塵埃等の吸入を防
ぐ効果を得ることができ、消防隊員の更なる安全性の向上
と健康被害の防止に繋がります。

 

本文中の連番：写真 10 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動、災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 8 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 隊員の空気消費量に合わせた活動時間設定器具の考案 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）西川 竜平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

現場活動では、空気呼吸器着装時の活動時間は簡易計算
(空気消費量を80L／分)で算出し、目安時間で隊員を管理し
ているのが現状です。しかし、空気消費量は隊員により
様々であり、空気消費量が80L／分以上の者もいることから
「重作業＝80L／分」として活動時間を決定していることは
危険が伴います。

このような問題を解決し、更なる安全管理体制の確立を
目的として、圧力計の目盛りから隊員の空気消費量に合わ
せた活動時間を正確且つ容易に読み取れる器具を考案しま
した。

 

本文中の連番：写真 4 

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動、災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 11 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ワンタッチ開閉式ガーグルベースンカバー 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）森 洋平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

COVID-19感染拡大による医療ひっ迫が原因で搬送先医療機
関が決まらないため、現場滞在時間が延伸する事案が増加
しました。救急活動中、傷病者に嘔吐があれば吐物をすぐ
に廃棄できないこともあり、廃棄するまでの時間が長時間
になればなるほど、隊員がウイルスに感染してしまう危険
性があります。このようなことから感染リスクの軽減が図
れ、救急現場活動に適したワンタッチ開閉式ガーグルベー
スンカバーの考案に至りました。

 

本文中の連番：写真 7 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

  3 / 11 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 救助用縛帯の改良（縛帯型担架） 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）森 志翔 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

昨年、当本部管内で発生した火災救助事案での課題点を元
に考案しました。現在、高所救助等では縛帯を使用し、救
急隊が地上で引き継ぎ車内収容しています。しかし、現状
車内収容時、救急隊は受熱された要救助者をゴム手袋で触
る必要があり、火傷の受傷リスクがあります。それを防ぐ
べく、縛帯に取っ手を取り付け、搬送用途を兼ねた作品を
考案しました。これにより、隊員の受傷リスクの軽減及び
迅速な搬出へと繋がります。また、昨年他本部で発生した
救助時の落下事故を教訓とし、縛帯の形状を変化させたこ
とで摩擦抵抗を増やしたため落下事故を減少させられる資
器材へと改良しました。

 

本文中の連番：写真 6 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

火災救助、救急救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

3 / 10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 パラソルアイソレーションフードの考案について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）河村 健太郎 

３ 要旨と公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

感染症対策は救急隊員の感染防御を図るなかで、切って
も切れない対策である。新型コロナウイルスが世界的に拡
大した現在においては、救急隊員はアイソレーションフー
ドを救急車に設置した中で活動している。今後、新型コロ
ナウイルスや、他の様々な感染症から救急隊員を守るため
にも、現状のアイソレーションフードより簡易且つ迅速に
設置できる本考案に至りました。

本考案機器を使用することで、ストレッチャー移動中に
おいても、救急隊員の感染防御対策を講じることができ、
傷病者のプライバシー保護の観点からも有効な資器材であ
ると考えます。

 

本文中の連番：写真 7 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有 無☐ 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有 無☐ 

「救急搬送におけるポータブルエアロゾルシールドの研究」との相違について 

本機器では日常で使用される物品（傘）に着目。既存製品より安価且つ簡易に設定でき、

雨天時にレインコートでの代用が可能であります。また、シート色を変更することにより、

傷病者へのプライバシー保護の効果も期待ができ、全身を覆うことで、様々な飛沫・空気感

染の感染防止対策を講じることができます。 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

3 / 8 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 表示式ボンベキャップ 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）小嶋 貴裕 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

空気呼吸器は、火災現場で消防隊員の命を守る重要な資
器材です。近年では高気密高断熱住宅が増えており、屋内
進入しなければ有効注水にならない火災現場が多くあり、
空気ボンベを使用する事案は今後も増加します。

現状、災害現場で空気ボンベが集結すると「満充填ボン
ベ」と「使用済みボンベ」が混在する可能性があります。
そのような現場でも今回発案の「表示式ボンベキャップ」
を取り付けておくだけで、現場活動する消防隊員全員が一
目瞭然で空気ボンベを見分けることができます。

シンプルで安価な器具は従来の保護キャップの代わりに
取り付けるだけで従来の保護機能と併せて活用できます。

 

本文中の連番： 図 1 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消防活動全般 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 12 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ヨレとって 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（栃木市消防本部）天谷 佳広 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

水利部署の時間短縮の為に、吸管の先端に取っ手を取り付け、その

取っ手を片手で引くだけで、素早く簡単で安全に吸管を延長できる

資器材を開発しました。 

ただ取っ手を取り付けるだけでは吸管は縒れてしまい破損につな

がりますし、縒れたまま引くことにより強い摩擦を生み、吸管が擦れ

て劣化してしまいます。そこで、管鎗の取っ手部分をヒントに吸管の

周りをフレキシブルに回転し縒れを取る取っ手、「ヨレとって」を開

発しました。  

使用する部品はホームセンターなどで販売されている塩ビパイ

プ、雨樋留め金具、ボルト類等を使用し、若干形成は必要ですが、当

消防本部にある工具で十分作成が可能なものです。 

本文中の連番：  

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 防炎カーテンを使用した防炎スモークカーテンの開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（倉敷市消防局）木村 寧友 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

近年、住宅の耐火性能の向上や熱画像直視装置の普及によ
り屋内進入する現場も多く、隊員が屋内進入時には進入口
の扉を閉めて活動していますが、ホースが干渉し、ホース
分は隙間がある状態で進入口から空気の遮断を完全に行え
ていない状態となります。この状態で活動を継続すると空
気の流入により火災が進行、予期しない火災拡大など、隊
員の活動危険が発生する可能性は否めません。そこで、空
気を遮断できるツールとして防炎カーテンに着目しまし
た。信頼性、携行性、防炎性及びコストメリットが高い防
炎カーテンを使用した、防炎スモークカーテンを開発しま
した。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動、火災救助現場 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有 無 ☐ 

類似品あり 

日本特装株式会社 ＮＴ―ＰＭＳＣ  

以下相違点、 重量（開発品 1.0ｋｇ、類似品 11.4ｋｇ）、収納時（開発品 20×30ｃｍ、類似

品 91×55ｃｍ）、素材（開発品難燃ポリエステル、類似品シリコン含有グラスファイバー）、

価格（開発品 400 円、類似品）、固定方式（開発品両面テープ、類似品可動式フレーム） 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 9 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 自発光型の機能を有する無線機ベストの改良について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（倉敷市消防局）本田 一輝 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

当局で使用している無線機ベストに、ＬＥＤ発光機能を
加え、災害現場に近づく車両や人が活動中の隊員を認知し
やすくしたもの。

無線機ベストに自発光するＬＥＤを備えたことで、反射
材が光らなくても、遠くから活動中の隊員を認識すること
ができるようになった。

 

本文中の連番：  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消防活動・救急活動・救助活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 13 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 粉体（粒状油吸着材、凍結防止剤）散布機の開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（倉敷市消防局）宗田 稔広 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

交通事故等で道路上に流出したガソリン、軽油及びオイル
等の漏洩には、火災危険の要因となるため、早期に油吸着
材を使用しての措置が必要となる。

当局では、それらの事案に対応するため、粒状油吸着材
をポリタンク容器に入れ保管し、使用している。しかし、
ポリタンク容器を手で持っての散布は体力的にきつく、腰
や腕に掛かる負担も大きい。また、車両下部等の狭い場所
には、効率よく散布することができない。そこで、ポリタ
ンク容器に、背負いバンドを取り付け背負う仕様にし、排
出側に蛇腹ホース、塩ビパイプを取り付けることで、腰や
腕の負担を軽減させ、効率よく散布することが可能になっ
た。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

油漏洩現場 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 12 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 可搬式ポンプ水平装置の開発について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（日高広域消防事務組合消防本部）黒井 郁弥 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

可搬式ポンプはポンプ車が進入できない火災現場におい
て、水利部署や中継送水の際に欠かせない資機材であり、
特に林野火災では、斜面で数台の可搬式ポンプを使用し中
継送水を行うことが多くある。ここで課題となるのが、可
搬式ポンプは必ず水平な場所で使用しなければいけないと
いうことである。

斜面で可搬式ポンプ水平装置を使用することで、可搬式
ポンプを水平に保つことができ、燃料タンクの傾きが原因
で起こるエンジン停止や、振動によって下方に移動するこ
とを防ぐことができる。更に、運搬枠を取り付けること
で、持ち手の位置調整ができ、両手を使用しての搬送も可
能となる。

 

本文中の連番： 写真 8 

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 12 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 シングルスピン（65mm ホースの回転式延長）の開発について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（大阪市消防局）奥田 剛 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

近年、高層建物が増加し階段延長をする機会が増えている中、安

全、確実、迅速な階段延長に特化させたホースをコンパクトに積載で

きる「シングルスピン」を開発した。 

65mm ホース一重巻き（シングル）の中心に塩ビ管を設置し、スリ

ングを通し、65mm ホースがトイレットペーパーの様に回転（スピン）

していく延長方法である。この「シングルスピン」は単純であるため、

修得が容易で負担も少ない。工夫次第で狭所巻きやホースの落下防

止も可能である。 

時代と共に変化していく現在、「シングルスピン」は新しいホース

延長方法として、消火活動のレベルアップに活用して欲しい。 

本文中の連番：  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   þ事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無 þ 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有þ 無 ☐      

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無 þ 

一般財団法人全国消防協会で「令和４年度消防機器の改良及び開発」で発表した「65mm ホー

スの回転式延長」の使用する資機材を変更した。塩ビ管のサイズを直径 4 ㎝から 3 ㎝へと小

さくし、廃棄の 40mm ダブルジャケットホースの内側ホースを被せ、内側は滑りやすく、外側

が滑らない様に変えた。また、搬送時に崩れない様にホースバンドで固定し、階段部分での

ホース離脱防止用塩ビ管も装着した。 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

3 / 8  

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 プライバシーシートの改良 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
(福岡市消防局) 山形 潤・中村 裕樹・石津 幸太郎 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

コロナ禍も相まって救急需要が年々高まり続ける中、傷病者のプライ

バシーを保護することの重要性も増している。そのため、指揮車にはプラ

イバシーシート（以下、ＰＳという。）が配置されている。ただし、ＰＳの使用

には持ち手が必要なため、移動を必要としない場面でも、ＰＳ保持のため

常時人員を割かなければならない。上記の課題を少しでも改善するた

め、ＰＳの四隅等に磁石及び吸盤を取りつける改良を加え、「持ち手とし

ての人員を割かずに」「広範囲」にＰＳを自立させることを可能にするもの

である。 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命、災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 土砂災害用ゾンテ棒の開発について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
(福岡市消防局)  桑山 昇 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

従来当局では園芸棒を使用し地中の要救助者の捜索を行ってきた

が、園芸棒の強度では固い土砂に突き刺すことが困難な場面が多く、強

く押し込もうとすると簡単に折れ曲がってしまうことから、突き刺し深度の

浅い表面的な捜索しかできない場面が多々見受けられた。 

また、土砂災害発生現場は二次災害の危険性が高い傾斜がある、不

安定な場所での活動を余儀なくされるにもかかわらず、自己確保の設定

や救出用の支点の作成が難しく、危険な活動を強いられる場面もある。 

 そこで、従来の課題を解決すべく、高強度で支点としても活用できる土

砂災害用ゾンデ棒の開発に至った。 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 7 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 震災時の火災調査立会い確認フォームの作成 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東京消防庁）鈴木 篤 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

東京都では関東大震災以降、震度6弱以上の被害を経験して
いない。東京都防災会議は首都直下地震による被害想定の
中で、建物焼損棟数を118,734棟と算定している。震災時の
火災調査初動期における問題点に注目し、確実な火災調査
態勢の確保への事前準備の一環としてこのフォームを開発
した。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

震災時の火災調査 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 9 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 傷病者情報のバーコード管理表の開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（浜松市消防局 ）桑原 輝之 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

多数傷病者が発生した際は、救急対策として、トリアー
ジポスト、トリアージタッグエリア等が設定され、その情
報はタッグを介して指揮所へ伝達される。しかし、現場の
状況によりタッグを容易に回収できる動線を確保できない
場合があり、さらにタッグ内容に変更が生じた場合も無線
が混線すれば指揮所へ出向く必要があり救急車搬送開始の
遅延の要因にもなっていた。そのため、タッグ内容の一部
をバーコード表にし、遠隔によりＰＣ、スマートフォン、
タブレット等で情報を管理することで「災害現場用タッ
グ」の指揮所への回収を省略し救急隊搬送開始の短縮を図
ることを目的として考案。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

 救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有 無 ☐ 

 多数傷病者救出現場におけるトリアージ情報を遠隔医療機関において把握する：ＱＲコー

ドを用いた簡易的システムに実動訓練における試用報告 

 https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsem/21/6/21_752/_pdf/-char/en 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
消防水利への転落を防止するマルチセーフティボードの開発
について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（横浜市消防局）榎本 宜薫 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

火災や災害発生時に消防水利を使用しますが、市民が転
落し、受傷する事案が多く発生しております。同様の事故
が発生しないよう根本的な解決と消防職団員の安全管理の
向上を目的に消火栓等転落防止器具「マルチセーフティ
ボード」を開発しました。このマルチセーフティボード
は、消火栓等の複数サイズの円形蓋に対応でき、吸管の接
続や消火栓の開閉操作に干渉しない構造となっておりま
す。

試作品の製作を株式会社福原鋳物製作所との共創事業に
おいて、開発し、実働の消防隊において検証を行い、有効
であるとの結果を得られました。

今後は、更なる改良及び検証を重ねていきます。

 

本文中の連番：本文５図 12 

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動等 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 組立式火災訓練施設の開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（堺市消防局）定永 拓也 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280字に設定してあります） 

全国的に火災件数が減少傾向である昨今、火災現場での経
験不足が原因で対応力や判断力の低下が懸念され、どのよ
うにこの経験不足を補うかが課題となっている。火災対応
訓練として実際の火を使用した訓練は全国の消防機関で実
施されているが、訓練場所、準備にかかる時間及び費用等
が原因で、複数回実施するのが困難である。この問題を解
決するため、組立が容易で訓練準備も簡単にできる施設を
開発した。この施設を使用することで、火災現場での対応
力向上に役立つと考える。

 

本文中の連番：21  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

  消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

 消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 シーリングライト一体型住宅用火災警報器の開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（湖南広域消防局）大谷 将司 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

住宅用火災警報器が設置義務化され、今年で17年目に入
る中、今や数多くの奏功事例が報告され、防災分野におい
てなくてはならない機器の一つとなりました。

本研究では、家庭に必ずあるといっても過言ではない、
シーリングライトと住宅用火災警報器を一体型にすること
で、電源の供給が半永久となり、電気が遮断されない限り
電池交換が不要になることと、設置率の向上が見込めま
す。

また、Bluetoothなどスマートフォンと同期する機能を導
入することで、外出中でも通知が来るように設定すること
も可能です。

 

本文中の連番：  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

火災予防 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 7 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 シューズカバーの改良について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（湖南広域消防局）中島 哉文 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

私たちは救急活動等で屋内に入ることが多くあります。
その際に、汚染等の可能性がある場合シューズカバーを使
用しますが、デメリットとして「装着に時間を要する」
「再度屋内へ入る時は新品を使用しコストがかかる」「つ
ま先側が分かりにくい」等があげられます。そこで装着が
容易になり、繰り返し使用することができるよう改良した
ものです。

シューズカバーにゴムを取りつけ、ゴム部分に足を通し
ゴムでシューズカバーを留めます。使用する際はゴムの位
置によりつま先側が分かりやすくなり、離脱する際も再度
ゴムに留めることで再び使用することができます。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 9 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 自動式心マッサージ器搬送補助器具の改良 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（湖南広域消防局）杉江 健太 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

当該機器は自身が現場で経験した圧迫位置のズレを解消
するため、自動式心マッサージ器を使用した状態で、階段
搬送を行う際、圧迫位置にズレが生じないよう開発しまし
た。救急事案では救助事案と違い傷病者の安定化を行う資
器材を携行していないことが多く、階段の傾斜、振動等に
よって傷病者の位置が変化し、圧迫位置にズレが生じる可
能性があります。全隊員が活用できることを主眼として、
心肺停止状態の傷病者が発生した際に必ず携行する、自動
式心マッサージ器の収納ボックスに収納可能な搬送補助器
具が効果的と考えました。圧迫位置のズレは、救命活動の
課題であり、解決に向けた一手となります。

 

本文中の連番： Ｎｏ．11 

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 7 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 面体一体型防火フードの考案について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（湖南広域消防局）織田 俊弥 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

近年、熱中症による救急搬送等が増加しており、当消防
局においても活動中の隊員が、熱中症により救急搬送され
る事案が発生しています。また、総務省消防庁が定める隊
員の個人装備のガイドラインの中で定められている、防火
フードを着装することにより、隊員が熱中症になるリスク
がより高まっています。このことから防火フードと面体の
締め付けバンドに改良を加えることで少しでも熱中症にな
るリスクを減らすことができます。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
改良 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 9 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 トレンチショートボード 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（岡山市消防局） 松田 健 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

当開発は、土砂災害での救出において周囲彫り戦術を実
施する際の、要救助者の一次確保及び脊柱保護に着目し
た。

同戦術で救出する際、要救助者の下半身は土圧で拘束さ
れ、上半身は脱力状態であることが多い。このような状況
下で体勢を保持しながら脊柱を保護することは非常に困難
であることから、「トレンチショートボード」を開発し
た。

当機器を使用することにより、要救助者の迅速な一次確
保が可能となり、脊柱を確実に保護することができる。さ
らに、支え板を取り付けることにより自立可能となること
から、救助活動中の確保人員を削減でき、効率的な活動を
実現することができる。

 

本文中の連番： １１ 

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

災害救助、救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifD.fDma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/inDex.html）確認結果 事例有☐ 無 

 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

☐ 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 9 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 廃棄ホースを使用した陽圧式化学防護服用ニーパッドの開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（岡山市消防局）宮崎 洋平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

ＮＢＣ災害において使用する陽圧式化学防護服は、防護
服の破損に繋がる行動として、膝を地面に接地させること
は禁忌とされている。

しかし、倒れている要救助者の対応等、低い姿勢を取る
度に、防護服の破損に気を配りながら活動することは、活
動隊員にかなりの身体的、精神的負担を強いる。

そこで、破損する可能性の高い膝部分の防護性能を強化
することで、活動隊員の負担が軽減され、安全で円滑な活
動に直結すると考え、安価で着脱可能な廃棄ホースを使用
した陽圧式化学防護服用ニーパッドを開発した。

この陽圧式化学防護服用ニーパッドを使用することで、
積極的な救出活動が可能となる。

 

本文中の連番：  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

災害救助 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 11 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名  アルカリ性物質漏洩時のクエン酸を用いた消防活動の研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（名古屋市消防局）江坂 誠一 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

 水酸化ナトリウム及びアンモニアなどのアルカリ性物質は、日本

の化学工業を支えるなくてはならない物質であり、それ故に生産量

も多い。これら物質は、劇物に指定され、皮膚等に曝露されると著し

く健康被害を被る。また、これらの物質は、毎年２０件以上の漏洩事

故が発生しており、一部は工場の敷地外にも流出している。アルカリ

性物質への消防の主な対応は、大量放水による希釈である。しかし、

希釈には想像を超える水量と時間が必要となる。本論文は、弱酸のク

エン酸で中和することで、より安全で効率的にかつ環境に配慮した

災害対応ができるか検証したものである。 

本文中の連番：  

  

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 有馬温泉街における火災対応力の強化について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（神戸市消防局）蔵元良平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

有馬温泉街における火災対応力を強化するために地域と
一緒に何かできることはないかを考えた。

研究を進めるにあたり、まずは有馬温泉街の地域特性に
ついて意見を出し合い、その地域特性を踏まえて、地域と
一緒にできる「持続可能な取組み＝ＳＤＧｓ」についてＰ
ＤＣＡサイクルに沿って検証し、以下のとおりまとめた。
・消防団と年に2回程度の合同訓練を考慮
・消防団員入団促進について消防団と実施
・有馬温泉街の火災対応マップを作成
・ふれあい合同運動会に地域参加型の防災種目を追加

バケツリレー器具の作成及び運動会（防災訓練）を実施

 

本文中の連番： 写真１ 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 防火管理の実効性向上を目指した消防計画の研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（神戸市消防局）池田 恵 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

消防計画のひな形には、消防計画の作成に苦慮する防火管
理者のニーズに応え、作成例を提示することで消防計画の
届出率向上に寄与するメリットと、防火対象物の実態を把
握せずとも容易に計画ができてしまうデメリットがある。
防火対象物の防火管理の基本方針である消防計画の実効性
を向上させるため、防火管理者自身で容易に消防計画を作
成できるようなひな形の研究を行った結果、防火対象物の
実態を把握し、火災リスクを意識させることができるよう
な設問回答式（対話型）のひな形（消防計画作成支援シー
ト）を作成した。

 

本文中の連番： 図 12 

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有 無 ☐ 

第 6 回予防業務優良事例表彰で優秀賞を受賞した滋賀県大津市消防局の「自主防火管理体

制の強化」は防火管理の実効性向上の先行事例となりますが、この事例は「目で見る消防計

画」によって作成後に自主防火管理体制が適切に維持されることを主眼としているのに対し、

本研究では防火管理者による消防計画の作成過程の部分を重視することで消防計画の実効性

の向上を図ったものであり、目的は共通するもののアプローチは異なります。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ＃ボランティア消防団員制度 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（甲賀広域行政組合消防本部）市井 和也 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

今後発生が予想される首都直下地震や南海トラフ地震では、市や

消防・県や警察・自衛隊が行う公助では事足らず、普段から地域に

密着した消防団の即時対応力が必要不可欠となる。ところが、消防

団を取り巻く環境は厳しさを増し、様々な課題が指摘される中、「消

防団員の減少」は根幹を揺るがす問題である。 

本論文においては、総務省が作成した報告書及び各市町が実施し

たアンケート調査結果を基に現況把握を行い、消防団員確保のた

め、ボランティア消防団員制度を提言する。そして、管内専門学校

生にアンケート調査を実施し、同制度を評価するものである。 

 

 

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

3 / 12 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
ボディメカニクスと古武術を用いたストレッチャーの持ち上げ動作
の考察 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）小野 陽平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本発表は救急隊員の職業病とも揶揄される腰痛に焦点を
置いた。

腰痛の発症には、動作要因、環境要因または個人的要因
等が考えられる。救急活動に起因した腰痛の中でも、スト
レッチャーの持ち上げ動作は日常の動作とは大きく異な
り、腰部に負担がかかる可能性の1つとして考えられる。

今回、ストレッチャーの持ち上げ動作を考察し、理想の
持ち上げ動作を考察する。

 

本文中の連番： 写真 10 

  

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 18 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 サイディング建物の延焼阻止方法について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（京都市消防局） 宮田 真行 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

近年の研究により、木造住宅外壁内の通気層が、隣家か
ら延焼した時の小屋裏への拡大経路になることが解明され
ているが、壁体の破壊に躊躇する指揮者も多い。

今回、サイディング壁体屋根モデルの燃焼実験により、
サイディングの種類や断熱構造の違いによる、延焼拡大メ
カニズム、煙の排出状況、熱画像直視装置の見え方を確認
分析し、壁体内延焼の確認及び防御方法について、具体的
で効果的な方策を提言した。

また、通気層内の煙の流れを確認できるミニチュアモデ
ルを作成し、サイディング建物研修を行うことで、通気層
の存在を周知するとともに、指揮者が自信を持って判断で
きるようにした。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有 無 ☐ 

「住宅の外壁構造と小屋裏延焼の関係に関する検証（その１）（その２）」 

【東京消防庁消防技術安全所報 平成 25 年】 

 

先行研究では、窯業系サイディングが加熱されることで、その屋内側よりも先に通気層を伝

って小屋裏に拡大することが解明された。 

本研究では、金属及び窯業系サイディング壁体屋根モデルの燃焼実験により、サイディング

や断熱構造の違いによる熱画像直視装置の見え方、煙の排出状況等についても確認した。ま

た、実験結果から、配備されている器材等を用いて、サイディング壁体内への延焼をどのよ

うに確認し（確認方法）、どのように消火すればよいか（防御方法）を考察し、具体的な方法

を提示した。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 18 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
交通救助事故現場におけるステップチョーク等を活用した

車両安定化について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（京都市消防局）浅井 良介 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

交通救助事故現場において、二次災害及び要救助者の容
態悪化防止のため、ステップチョーク等を活用し、車両安
定化を実施している。当局が実施している車両安定化が有
効に機能しているか以下の検証を行い、車両安定化の有効
性を明確にし、要救助者の負担軽減や二次災害の防止を目
的とする。
（検証方法）
・ステップチョークや車輪止めを設定し、車両を発進させ
停止するかどうか。
・車両安定化の前後で、荷重変動に伴う車両下への影響を
車重計で測定する。
・要救助者が車両の下敷きの状況で、車両を持ち上げ、救
出活動中に器具が破損し車両が落下したと想定、要救助者
へ与える影響を測定する。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 14 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
更新可能な大文字山山岳地図の作成による大文字山における効率

的な山岳救助方策の一考察について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（京都市消防局） 土岸 真哉 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

・京都市左京区で山岳救助事案が多いのが大文字山であ
る。しかし、大文字山の詳細な山岳地図は販売されていな
い。
・現在は平成２０年に当局の職員が作成した大文字山地図
を使用し現場活動に従事しているが、手書きであるため、
正確性に欠け、等高線が見えづらい。
・紙面のため入山者の踏み跡によりできた新たなルートが
記載されておらず、また台風被害の倒木や土砂崩れ等で通
れなくなったルートが記載されたままになっていた。

・以上のことを踏まえ、更新可能な大文字山山岳地図を作
成し、現場活動だけではなく、道迷いによる救助要請を発
生させないための予防の観点から考察したもの。

 

本文中の連番：  

  

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3/20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 浸水区域（低水位）でのボート救出の検証及び訓練方法の考察について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（西宮市消防局）中田 真裕 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

大雨特別警報が発表される等、浸水被害が全国各地で発生
している。また、南海トラフ地震では津波による甚大な浸
水被害が想定され、ボートでの救助が必要な高齢者や子供
等が多数発生すると憂慮する。文献によると消防職団員が
浸水区域で活動し様々な二次災害で受傷していることを知
り、水中に瓦礫等が散乱し船外機が使用できない腰高程度
の水位を想定したボート救出を検証した。更に効果的な訓
練方法を考察し、消防職員及び地域防災の中核となる消防
団員に伝達することで、大規模自然災害の対応策として常
備消防及び消防団が一丸となって住民の安全確保ができる
体制の強化に取組んでいる。

 

本文中の連番：11 

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

3/13 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別できる写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 あらゆる状況に対応した実践的な火災対応訓練の確立 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（姫路市消防局）芦田 淳一・西田 和也 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

当局が従来実施していた火災対応訓練は、水管延長から
始まる水管延長に重点を置いた訓練を主に行っていた。し
かし、災害件数の減少等から現場経験不足を懸念してお
り、これを補うためには現場に即した実践的な訓練が必要
だと考えた。

自署の訓練環境、自署管内の特異性から課題を抽出し改
善。訓練内容を熟考し、PDCAサイクルを経て確立に至っ
た。訓練内容は、現場到着までに行う隊間及び隊員間の情
報共有及び意思疎通、各部署種別と水管延長距離による活
動のパターン化、実災害の映像を活用した火災性状の共有
等に重点を置いた。

 

本文中の連番：写真 10 

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 18 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
リチウムイオンバッテリー搭載車両火災に対する消火体制の構
築 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（大阪市消防局）北野 勝也 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

国内で今後増加が見込まれる電気自動車等が出火した場
合に、搭載されているリチウムイオンバッテリーからの再
発火を防ぐための体制を構築した。

海外では、衝突事故などによりリチウムイオンバッテ
リーが破損した場合に、バッテリー内部で短絡を起こして
火災が発生する事案が相次いでおり、鎮火後に再発火する
事例も報告されている。

具体的な危険性を知るために、実際の車載用リチウムイ
オンバッテリーの燃焼検証を行い、さらに電気自動車等の
火災発生時に考えられる危険性について各車両メーカー、
研究機関からの見解を得たうえで民間の事業所と協定を結
び、消火体制を構築したものである。

 

本文中の連番：18 

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有 無 ☐ 

研究ではないが、インターネット上で電気自動車の消火方法について海外での事例が紹介

されている。 

海外と国内では消防活動の安全上の基準、出場体制、汚染水の処理基準、関係機関との連

携方法など多くの相違があり、さらに消防隊の安全を確保しつつ消火を行う必要があるため、

ゼロベースで消火方法を考える必要があった。 

そのため車両メーカーや関係機関等の見解も踏まえたうえ、国内で初となる電気自動車等

のリチウムイオンバッテリー搭載車両火災に対する消火体制を構築したものである。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 15 

 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
シリコンテープを用いた退避区画形成に関する 

有効性の検証について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（大阪市消防局）西村 辰紀 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

令和３年12月17日に発生した大阪市北区ビル火災を踏ま
え、総務省消防庁が策定したガイドラインには、「一時的
に人命安全が保たれるよう、防火的に区画された退避ス
ペースを確保することが必要」とある。しかし、不燃・遮
煙性能を有する扉を新たに設置することは困難であるた
め、耐熱性を有するシリコン素材のテープに着目し、扉の
戸当り部分に貼付けることで一定の遮煙性能を確保する方
法を検証することとした。

検証の結果、一定の煙及び一酸化炭素の流入を防げるこ
とが判明し、シリコンテープを用いた退避区画形成の有効
性が明らかとなった。

 

本文中の連番： 写真１ 

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 16 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 「スマートフォンで出来る簡易トリアージ」 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（福岡市消防局）矢野  淳志・森本  新平・高松  浩平 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

多数傷病者が発生する災害においては、刻々と変化する現場状況を

混乱することなく速やかに把握し、トリアージにより緊急度の高い傷病者

を選別し、その傷病者を効率良く迅速に医療機関に搬送することが最重

要課題である。 

そこで本論文では、上記の課題を解決するため、「スマートフォンで出

来る簡易トリアージ」について提案するものである。これは各隊が使用し

ているスマートフォンにアプリのインストールを行い、アプリ内で傷病者情

報の入力、共有、隊管理を行うものである。これにより「どの傷病者を」

「どこの隊が」「どの病院に搬送を行うのか」が明確となり、遅滞なく傷病

者を搬送出来ると考える。 

本文中の連番：  

  

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
火災現場における出火箇所の判断に資するブレーカの挙動に関

する研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（ さいたま市消防局 ） 髙垣 克樹 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本研究は、火災現場における分電盤内にあるブレーカの
作動の法則性を検証するため、①受熱環境化、②短絡電流
時において、ブレーカの作動及び作動順序を検証し取組ん
だものである。

検証の結果、実験で使用した各ブレーカは約200℃で作
動し、火災現場では電気的な異常に加え、受熱環境化でブ
レーカが作動する可能性が高いことがわかった。電気的な
異常でブレーカが作動するだけでなく、受熱により作動す
ることを加味し、消防吏員の火災調査の知識に新たな着眼
点を新たな知見を得た事例である。

 

本文中の連番： 写真 8 

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有 無 ☐ 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  

 ブレーカにおける研究は、平成 30 年 11 月に総務省消防庁消防大学校消防研究センターが主催

する第 66回全国消防技術者会議の「火災熱による配線用遮断器の影響について」で、さいたま市

消防局予防部予防課 渡会俊幸氏他 2 名(以下、「渡会氏」と呼称。)が研究し、配線用遮断器(本

研究では、「安全ブレーカ」と呼称。以下、「安全ブレーカ」と呼称。)を恒温槽に入れ、火災熱の

受熱環境を再現し、受熱により安全ブレーカが作動するか、否かを検証した。渡会氏が検証に使

用した安全ブレーカは、安全ブレーカ 1 種類のみで、実験で受熱により、安全ブレーカが作動す

ることを証明したが、安全ブレーカ単体の受熱による作動の有無を検証したものであった。 

本研究では、受熱によるブレーカ単体での検証に加え、実際の建物にある分電盤（①アンペア

ンブレーカ、②漏電ブレーカ、③安全ブレーカ）を模擬し、受熱環境化での検証を行い、さらに

短絡電流でのブレーカの作動を検証したものである。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 17 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
はしごクレーン救出第１法時におけるはしご等に作用する力に関
する検証 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東京消防庁安全推進部安全技術課）石﨑 大河 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

はしごクレーン救出第１法により要救助者を引き上げる
際には、救助ロープやはしご確保ロープによる張力、石突
を足で押さえる力等様々な力が作用している。本検証では
はしごクレーン救出第１法時に三連はしごに作用する力を
力学的な計算により算出し、はしごクレーン救出第１法を
三連はしごを転倒させず安全に運用するためのポイントを
確認した。

その結果、はしごクレーン救出第１法は、石突確保者が
確実に確保していなければ転倒する危険性の高い救助方法
であり、石突を足で押さえつける重要性を十分理解した上
で実施する必要があることが分かった。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 15 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
１年間の観測地震波を用いた家具転倒防止器具の転倒防止効

果に関する検証 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東京消防庁） 田近 義宏 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

家具転倒防止器具の効果について東京消防庁では様々な検証により

その有効性を確認してきた。しかし、これらの実験は正弦波や単発の

地震動によるものであり、複数回の地震動により生じる防止器具の

変化については検証されていない。そこで、東京都内で１年間に観測

された地震動や熊本地震等の揺れを振動発生装置で再現することに

より、年間を通して不定期に発生する地震動や連続で発生する強い

揺れに対しての防止器具の効果について検証を行った。 

その結果、条件によっては、地震によりポール式転倒防止器具の設置

状態が変化し、次の地震により防止器具が脱落するおそれがあるこ

とが分かった。 

本文中の連番：  

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
心肺機能停止傷病者に対する静脈路確保及び LTSによる気道 

確保における成功率を高める方策の研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
東京消防庁第三消防方面本部 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

心肺停止傷病者に対する静脈路確保及び LTS（ラリンゲアルチュー

ブ）による気道確保の成功率向上を検討した。管内の救急救命士によ

る穿刺 1回あたりの静脈路確保成功率の中央値は 25%、LTS 成功率は

65%であった。統計分析の結果、静脈路確保の成功率向上には肘正中

皮静脈を穿刺することや経験数を大幅に増やすことが有効と考えら

れた。LTS では、統計分析で有効な成功率向上策を見出すことが出来

なかった。上記を踏まえ手技優秀者を中心に成功率向上策を検討し、

静脈路確保では再教育での積極的な実施や太い血管を選択するこ

と、LTSでは舌を十分に引き上げ口腔内のスペースを確保する等の対

策を提言した。 

本文中の連番：  

  

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http:// nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有 無 ☐ 

  静脈路確保の成否因子については、中村らの研究がある。中村らは成否因子として実施

者の経験年数や静脈の形状等を検討した。 

経験年数は必ずしも実際の穿刺数と相関しないことや、静脈の選択に当たって救急救命

士は部位も考慮に入れることから、本研究では成否因子として過去の実際の穿刺数や静脈

の部位等を取り上げ分析を行った。 

  LTSについては先行事例はなかった。 

 

中村秀明, 阪本奈美子, 染谷泰子, 矢島務, 刈間理介, 鈴木宏昌. 救急救命士の静脈路 

確保成否因子に関する検討. 日本臨床救急医学会雑誌.2021,24,p.331-338. 

 

48



（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 17 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 GIGAスクール構想と連携した防災教育の推進について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（横浜市消防局）大本 冴 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

我が国は、その自然環境から「災害大国」と呼ばれてお
り、全国各地で災害対策の重要性が指摘されている。その
ため、災害から命を守るために、子どもの頃から防災を学
ぶことは、極めて重要である。
当局では、令和3年度に「子どもの防火・防災思想の普及啓
発実施要綱」を策定し、幼年期からの防災教育の環境を整
備したが、新型コロナウイルス感染症の影響により、子ど
もへの防災教育機会が減少した。同時に、学校現場では
GIGAスクール構想の実現に向け急速にICT環境が整備され
た。これらのことを踏まえ、当署ではオンラインを活用し
た非接触型の新たな防災教育を実践した。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
「潜在的リスク」に着目した潜水救助訓練に関する安全管理と育成

事例 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（岡山市消防局）前田 啓 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

自然水域で行う潜水訓練では、災害現場とほぼ同様の環境
を再現できるため、訓練効果が得られやすい反面、危険度
が非常に高い。そこで、航空業界におけるTEM/CRMの概念を
活用し、管理監督者として安全率と潜水技術の向上の両立
を目指した。本論文では、STAIやライフイベントチェック
を導入し、TEMの概念のうちの「潜在的スレット」を未然に
把握するツールとして活用した。また、心理学的な観点の
コミュニケーションスキルを実践し、心理的安全性の構築
を目指した。これら2年間にわたり実践した事例を踏まえ、
新たな安全管理体制と育成支援手法の糸口を模索してい
く。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 13 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 救助訓練用ダミーへ装着可能な ICT システムの開発とその有効性 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（岡山市消防局）岩﨑 智樹 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

災害救助における救命率向上並びに要救助者の早期社会
復帰を目標とした平時の救助訓練において、定量的な評価
を可能とするため、2019年から既存の救助訓練用ダミーに
ワンタッチで装着可能なICTシステムの開発を進めている。

頸椎姿勢評価システムに加え、自律音声応答システム及
び痛み刺激通知機能を搭載した。

同システムの導入により、救助隊員の現場経験を補うほ
か、自主性を高める効果が期待されるが、質の高い救助活
動に繋げられるか検証を行った。

 

本文中の連番：  

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有 無 ☐ 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  

令和４年度消防防災科学技術賞消防防災機器等の開発・改良で提出したものに、自動音声

応答システム及び痛み刺激通知機能を搭載し、有効性を検証した。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 出前型 VR 広報による効果の検証について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（岡山市消防局）渡邉 太之 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

火災予防広報における対面型広報には「講話型」と「体
験型」の2種類がある。

多くの消防本部で、「講話型」を主として広報を行って
いるが、「講話型」は「体験型」と比較して、学習効果が
低い。

一方で、「体験型」は、資機材等の準備が必要で、場所
や場面が限定される。

それらの課題を克服するため、「体験型」でありなが
ら、コンパクトで持ち運びが可能なVRを活用した「出前型
VR広報」を考案した。

今回、令和2年から令和4年にかけて行った「出前型VR広
報」の実施結果を整理し、その効果を検証した。

 

本文中の連番： 図 6 

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 11 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 シロップからの出火事例 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（姫路市消防局）有坂 涼 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本件火災は、喫茶店でアイスコーヒー用のシロップを作る
ために、砂糖と水を鍋に入れてガステーブルで加熱中、そ
の場を離れたことから鍋が過熱され、シロップ状の内容物
がカラメル状となり、更に体積が膨張し鍋から溢れ出てガ
ステーブルの火が内容物に着火し火災に至った。てんぷら
鍋の過熱による出火は良く知られているが、シロップが出
火するのか疑問が生じたことから再現実験を実施した。シ
ロップ作成中の過熱の継続から出火したため、広報チラシ
を作成し、製菓業や飲食店等の関連業種団体へデータを提
供するとともに消防本部内のＳＮＳに実験動画を投稿する
など予防広報に取り組んだ事例である。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

 

 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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(R5) 原因調査事例 

概要 

 3 / 18 

概要(必須) 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 テレビドアホンのドアホン親機から出火した火災について 

２ 主たる応募者 

(所属)氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）村田 健 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ(タテ 3cm、ヨコ 3cm)で貼り付けること。 

 
(字数制限 280 字に設定してあります) 

　本火災は、重層長屋の居室に設置されたテレビドアホン
のドアホン親機から出火したもので、居住者の在宅中に発
生し、ドアホン親機から炎が噴出したが、燃焼は継続せず
自然鎮火に至ったものである。
　製造業者立会いのもと、消防研究センターの技術支援を
受け合同鑑識を実施し、基板上でトラッキング現象が発生
したことにより出火した可能性が高いとの見解で一致し
た。その後、製造業者にトラッキング現象の発生要因に係
る追跡調査を依頼したところ、トラッキング現象の発生メ
カニズムが判明し、製品リコールに至った事例。

 

本文中の連番：写真 3 

 

 

４ 調査を行った機関(協力した機関も含む) 

 

製造業者 A 社、消防研究センター、製品評価技術基盤機構 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP (http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html)確認結果 事例有  無 ☐ 

一般財団法人全国消防協会 HP(http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/) 確認結果 事例有  無 ☐ 

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  

 

本事例は、先行事例(令和４年度優秀賞、上越地域消防事務組合)より先行して消防研究セ

ンターの技術支援のもと、製造業者と合同鑑識を実施していること。 

先行事例では電流ヒューズが溶断しておらず、ブリッジダイオードのダイオード特性が失

われていないが、本事例では電流ヒューズが溶断しており、ブリッジダイオードのダイオー

ド特性が失われていること。また、本事例では、トラッキング現象の発生が疑われる箇所の

導通試験として、基板上の炭化箇所の抵抗値をテスターで測定した結果を掲載していること。 
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（R5） 原因調査事例 

概要 

3 / 16 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 住宅建築での施工が起因した漏電火災事例 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）西村 卓也 

３ 要旨と公開用の図・表・写真 

要旨は280字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子デ

ータ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

　本火災は、新築専用住宅の引き渡しから約半年後に台所
の床下収納庫から出火した建物火災である。
　出火原因は、吹付け断熱材の施工時に、壁体内の引込口
配線が外壁側に押された状態で固定され、外壁固定用ビス
が同配線を貫通したことで出火建物で漏電回路が形成し、
水切り用釘とアンカーボルトの接触箇所が発熱、アンカー
ボルト周囲の土台が月日をかけて、徐々に炭化し出火した
ものである。
　この調査結果をもとに改善指導を行い、施工請負業者に
点検項目を追加させ、再発防止策が図れた。また、ウレタ
ンフォーム工業会に注意喚起を実施し、業界全体に対して
類似火災予防を働きかけた事例である。

 

本文中の連番：写真 7 

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

東近江行政組合消防本部 

 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
電子式電力量計（スマートメーター）と配線遮断器を接続する電気

配線からの出火に関する調査報告 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東近江行政組合消防本部）山田 直樹 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

　本火災は、専用住宅の外壁に設置されたスマートメー
ター、各電気機器及び配線等を焼損したものである。
　出火原因は、屋外機器に屋内用であるVVFケーブルを長期
間使用していたことにより配線被覆が絶縁劣化し、短絡の
発生による出火と推定した。
　現場見分時にスマートメーター付近を中心に著しい焼損
が認められたことから、当消防本部は総務省消防庁消防研
究センターの技術支援を受け、一般送配電事業者の施設を
使用し、各関連企業と合同鑑識及び再現実験を行い、出火
に至るプロセスを検証し、原因究明に近づけた奏功事例で
ある。

 

本文中の連番：写真 26 

 
 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

東近江行政組合消防本部、総務省消防庁消防研究センター、独立行政法人製品評価技術基盤機

構（nite）、滋賀県警察本部東近江警察署、滋賀県警察本部科学捜査研究所、一般送配電事業

者、機器製造業者Ａ社、機器製造業者Ｂ社、機器製造業者Ｃ社、機器製造業者Ｄ社 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 16 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 トレーラのアクスルナットが離脱したことで出火に至った事例 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（福岡市消防局）川越 怜史 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

都市高速道路を走行中のトレーラから左側後部のホイールが脱落

し、脱落したホイールに取り付けられたタイヤが燃焼していた。 

出火原因は、アクスルナットに取り付けられたロッキングピンの

取り付けが不適切であったためロッキングピンが脱落してアクスル

ナットが緩み、ホイールの位置がずれてブレーキドラムとブレーキ

シューが長時間接触状態となったためであった。 

メーカーとの合同見分によって出火原因の究明に至り、トレーラ

メーカーへ再発防止対策を図らせた事案である。 

本文中の連番： 3 

 
 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

福岡市消防局 

トレーラメーカー 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 屋外タンク貯蔵所（灯油）における火災原因調査について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（徳島市消防局）松本 理史 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本火災は、タンカーから、油槽所内の屋外タンク貯蔵所
へ灯油を荷揚げ作業中、当該タンクで発生した爆発火災で
ある。

消防研究センターによる技術支援のもと、当該タンク内
のフロートワイヤーが破断し、フロートが電気的に絶縁さ
れた状態になっていたところ、流動帯電によって電荷を帯
びた灯油及びガソリンの混合油が当該タンク内に送油され
たため、フロートが誘導帯電し、フロートからタンク側板
へ生じた火花放電によってガソリンの可燃性蒸気或いは液
滴状になった灯油に引火し出火したものと判定した。

同油槽所内の他の施設においても再発防止のための改善
策を実施した事案である。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

・徳島市消防局 

・消防庁 消防大学校 消防研究センター（現場見分に係る技術支援） 

・徳島県警察本部 

・徳島海上保安部 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 12 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 輻射熱の影響による出火事例について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（東大阪市消防局 警防部予防広報課）中西 勇人 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本市消防局の管内において、操業していない作業場で火災が発生

した。 

出火原因の調査を進めると、箱状の鉄製脱脂槽がガス火により加

熱され続けた結果、空焚き状態になったことが判明したものの、槽内

部に焼損はなく、周辺の収容物のみが焼損していた。 

このことから、鉄製脱脂槽から放射される輻射熱が、周囲の収容物

を発火させるに至る可能性があるのかを検討するため、熱力学を用

いて出火メカニズムについて考察を行った。 

本文中の連番：  

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

東大阪市消防局 

 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 17 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 コークスが媒介した異極間スパークの発生について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（北九州市消防局）中島 壮一郎 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本事例は、北九州市内の倉庫において、コークスを運搬作業中の

ホイールローダーから出火し、エンジンルームの大部分を焼損した

建物火災である。 

焼損したエンジンルームを確認したところ、バッテリリレーの主

接点端子部分の溶断及び内部に球状の電気痕が多数確認できたこ

とから、バッテリリレーで電気的な異常が発生した可能性が考えら

れた。 

メーカーとの２度の合同調査の結果、バッテリリレーに導電性の

あるコークスが堆積し、バッテリのマイナス極側の車体と、プラス

極側の端子部間に導電路が形成され、異極間のスパークが発生した

ものという推定に至った。 

本文中の連番： 写真２０ 

 
 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

北九州市消防局（若松消防署警防課） 

北九州市消防局 予防部予防課 火災調査係 

株式会社Ａ（ホイールローダーメーカー） 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 18 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレ
ム、マーク等の取扱いに注意 

1 作品名 
火災原因調査から考案したブレーカーの作動から導く効果的な火

災予防広報 

2 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（西宮市消防局 西宮消防署）細田 郷介 

3 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、

電子データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

一般住宅の半焼火災において、出火原因は電源タップ付
き４段ラックにトースターと電子レンジをつなげて、同時
に使用していたことで、電気的要因により電源コードが絶
縁劣化し、外的な要因による半断線も重なり短絡、出火し
たと判定。住人のブレーカーが度々落ちていたという供述
から、一般家庭において、ブレーカーが落ちることは日常
的であると考え、市民にアンケートを実施すると、ブレー
カーが落ちたことがあるとの回答が75％を占めた。電気的
な要因の電源コードの絶縁劣化は、隠れた火災要因となっ
ており、市民にブレーカーの作動から火災危険を周知する
予防広報を実施し、火災予防につなげた。

 

本文中の連番：写真 10 

 

 

4 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

なし。 

5 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP 

（http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有

☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事

例有☐ 無  
その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 18 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 停車後間もない車両から出火した火災の調査報告 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（桐生市消防本部）萩原 宏昭 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本事例は、停車後間もなく普通乗用自動車のエンジン
ルームから出火し、車両1台が焼損した車両火災である。鑑
識については、製造業者及び普段整備作業を実施している
自動車整備工場と連携して行い、社外品のスターターモー
ターを起因として出火したことが認められた。

当該スターターモーターは全国的に出荷されており、整
備業者が適切な取り付けをするものだという輸入販売業者
の思い込みのもと販売が行われていた。

今回の火災は2件目の事例であり、不適切な取り付けを完
全に防ぐことは不可能であることから、輸入販売業者に要
望を行い、理解が得られ、自主回収に至ったものである。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

桐生市消防本部 予防課 

桐生市消防本部 桐生消防署 

製造業者 A 社 

整備会社 B 社 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ポータブル電源から出火した火災について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（川崎市消防局） 明石 仁 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本火災は、居室内で充電中であったポータブル電源から出
火した火災である。鑑識の結果から、製品は充電コードの        
ＤＣプラグが入力端子ではなく、ＤＣ出力端子に接続され
ていることが分かった。さらに、製造業者に対する製品仕
様の詳細聴取及び鑑識の結果から、焼損品は、充電コード
が出力端子に誤接続された際の保護回路がなく、充電が開
始されてしまう未対策品であり、その結果、充電保護回路
も機能せず、過充電となってリチウム電池が短絡し出火す
ることを明らかにした。消防の火災原因調査結果を受け、
日本国内に流通する未対策品全台に対する火災予防対策が
図られた事案である。

 

本文中の連番：写真２ 

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

川崎市消防局 

製造会社（中国） 

販売会社（中国） 

販売協力会社（日本） 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 16 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 射出成型機火災の原因究明及び再発防止対策について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（大府市消防本部）川口 智弘 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本火災は、鉄骨造 2 階建ての工場内で射出成型機から出火した建

物火災である。 

実況見分状況から成型の際に発生する樹脂屑に何らかの熱源が加

わり、出火に至ったという仮説を立てて、鑑識見分及び再現実験を実

施した。 

その結果、射出成型機のプレートを温めるカートリッジヒーター

の抜け防止のビスが外れた状態で使用を繰り返したことにより、露

出したカートリッジヒーターの一部に樹脂屑が接触し、出火に至っ

たことを立証した。 

その後、製造者、使用者と共に再発防止対策を講じ、専用カバーを

作成するなど、類似火災の防止に大きく貢献した事案である。 

本文中の連番： 写真 21 

 
 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

独立行政法人 製品評価技術基盤機構 中部支社(nite)、  A 社（使用者）、 B 社（射出成型機の

製造会社）、C 社（社外品カートリッジヒーターの製造会社） 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 AC アダプタ一体型モバイルバッテリーから出火した事例について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（川崎市消防局） 藤川 知久 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本火災は、共同住宅居室内で充電及び給電中のACアダプ
タ一体型モバイルバッテリーから出火した事例である。

本火災の発生前にも同製品は出火しており、その時の火
災では、内部セルの短絡という出火原因によってリコール
社告に至っている。

本火災の鑑識に臨むにあたり、リコール社告に至った火
災原因については、参考程度にとどめ、焼損物件に対して
鑑識の基本である「よく見ること」を徹底した結果、リ
コール社告とは異なる火災原因を究明することができ、再
度、リコール社告に至った事案である。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

川崎市消防局 

AC アダプタ一体型モバイルバッテリー製造業者 

 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 13 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
リチウムイオン電池（一次電池、二次電池）を混在使用し、一次電
池を誤って充電したことにより発火した火災について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（京都市消防局） 山根 大樹 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

歯科医院で使用する治療機器(歯科重合用光照射器VALO)
の電源として使用されているリチウムイオン二次電池と、
同型のリチウム一次電池を混在使用していたため、本来は
充電不可能なリチウム一次電池を充電器で充電したもの
で、充電された一次電池が発熱、破裂し本体から火炎が噴
出し周囲の可燃物に拡大し火災に至ったもの。

 

本文中の連番： 8 

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

京都市消防局 

ULTRADENTJAPAN 株式会社 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 11 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
釣り用電動リールのバッテリー配線部から出火し、リコール対象と

なった火災の調査事例について 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（大阪市消防局 予防部 予防課（調査鑑識））鎌田 健一 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本事例は、釣り用の電動リール専用バッテリーから出火
した火災事例である。製造メーカー及び独立行政法人製品
評価技術基盤機構（nite）と合同で製品鑑識を行い、以前
製造されていた製品がリコール対象品であったため、早急
に製造メーカーに対して製品が火災に至った調査結果を要
望。その後、消防、nite、製造メーカーで調査結果報告会
を実施し、調査・検討を重ね三者共通認識のもとバッテ
リー配線部の回路の設計・作業が不適切であった事実を確
認し、製造上の欠陥により出火したことを究明した。その
後、当該製品のリコールにつながった事例である。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

製造メーカー、nite（製品評価技術基盤機構） 

 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 14 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 ボイラー設備の電動機の調査報告 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（浦安市消防本部）竹中 敦一 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本火災は、令和５年２月に宿泊施設のボイラー設備の電動機から

出火し、従業員が消火器にて消火した建物火災である。 

電動機の始動に使用するマグネットスイッチの接点が溶着したこと

が原因で、発電機から出火。この事態を受けてボイラー設備メーカー

は火災予防対策を講じることになった事案である。 

本文中の連番：  

 
 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

浦安市消防本部 

宿泊施設 

ボイラー設備メーカー 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 原因調査事例 

概要 

 3 / 16 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 LEDテープライトからの出火事例の調査報告 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（岡山市消防局）繪面 暢利 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本火災は、大型商業施設の地下駐車場で看板照明に使用
しているLEDライトの一部が焼損したものである。実況見分
でLEDテープライト以外の焼損物はないことから、出火箇所
をLEDテープライトと判断、防犯カメラの映像から電気的要
因に絞り調査を進めた。

消防研究センターとの合同鑑識及び技術支援によりLED
テープライトを構成している物質を特定し、その物資の化
学反応により炭化導電路が形成されトラッキング現象が発
生し出火した事例である。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 調査を行った機関（協力した機関も含む） 

消防研究センター 

 

 

５ 先行事例との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 8 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 AI火災予兆検知システム 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（ 株式会社 RapidX ） 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 
 

（字数制限 280字に設定してあります） 
3兄弟の真ん中の弟を火災で亡くしたことをきっかけに「火災ゼロ」

の世界を実現すべく創業した株式会社 RapidXは、AIによる火災予兆

検知サービスを開発する。年間 1500人の死亡者・人的被害と 1000億

円の経済的損失を減らしたい。様々なセンサ群と AIにより火災を予

測可能にし被害を最小化すると共に、重大な被害を未然に食い止め

る。消防業務の弊害となっていた「誤報」の課題も解決する。さらに

見回り時に気づけかった火種を検知することで消火活動後の残火処

理に貢献する。センサ技術、AI、IoTの技術発展に寄与し、消防業界

のみならず、国内外での異常検知分野の発展に貢献する。 

 

本文中の連番： 画像 1 

 

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

火災予防、救急救命、火災被害の最小化、消防の残火処理 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  

マルチセンサーは一般に知られているが、それらは閾値が固定化されているため、柔軟な火

災検知の判断ができず正確性に欠ける点が本開発と異なっている。 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 10 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
車庫内等の狭所においてホースカー等へのホースの積み込みを
容易にする器具の開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（大阪北港地区共同防災組合）荻野 聡 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

ホースカーやホースバッグにホースを積み込む際は、一
旦ホースを延長し、ホースを手繰り寄せる者と積み込む者
の2名または3名で息を合わせて積み込んでいくという方法
が一般的である。
しかし、当該方法はホース延長のための広いスペースが

必要であり、車庫等の狭い場所で行う事は困難である。ま
た、複数人での作業が必要となるため作業効率が非常に悪
かった。
本開発品を使用することで、省スペースにおいて1人で積

み込み作業が可能となった。そのため訓練・出動後に資機
材を整える時間を大幅に短縮することができるようにな
り、迅速な出動が可能となった。

 

本文中の連番： 写真 4 

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 12 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 確実で安全なガンタイプノズル受け口の開発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
ヨネ株式会社 髙雄信行 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

町野式金具は接続の良否を外観から判断する事が困難であ
り、また良好に接続された状態であっても操作者の体や階
段部分等と押輪とが干渉する事による不意な離脱のリスク
がある。特に近年増加傾向の呼び径40ミリホースとガンタ
イプノズルを用いた積極的な屋内進入戦術においては、取
り回しが良い反面、操作者の体と筒先の押輪が干渉しやす
い状態にあり、不意離脱の可能性が高い。そこで本開発品
では、これまで外観からは判断不可能であった接続状況を
可視化し、且つ押輪が干渉しても離脱につながらない機構
を開発し、不意離脱のリスクを低減したので報告する。

 

本文中の連番：  

  

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

消火活動 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 17 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
救急隊員を守る感染症対策カーテン（OH アングル SAKAI）の開
発 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
ＣＫ Ｃｏｍｐａｎｙ有限会社 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280字に設定してあります） 

新型コロナウイルス感染症患者の救急対応は、2020年当初
未知のウイルスとして十分な知見がない中対応を迫られ、
救急隊員の感染対策等が大きな課題となった。限られた空
間の救急車内において、救急隊員の安全を確保しつつ迅
速・的確に感染症患者の観察・救急救命処置を行えるよ
う、救急車内の上部に専用アングル・カーテンを取り付
け、必要に応じて即時に感染症患者と救急隊員を隔てる感
染症対策カーテン（OHアングルSAKAI）を開発し、2021年5
月堺市消防局の全救急車両（32台）に設置し運用を開始し
た。現在は、その安全性・利便性から他市消防本部におい
ても広く採用されている。

 

本文中の連番： 写真 4 

 

 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

例 ： 消火活動、救急救命、災害救助、火災予防、防災訓練、避難誘導 等 

救急救命 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有 無 ☐ 

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有 無 ☐ 

〇令和 4 年度消防防災科学技術賞（優秀賞・一般開発） 

「救急搬送におけるポータブルエアロゾルシールドの研究」（国立大学法人岡山大学ほか） 

上記先行事例は、重篤な傷病者に対して吸引処置等によるエアロゾル発生に対するリスク

回避を目的して頭部のみを覆っている。本応募作品は、感染症患者全身と救急隊員を隔て

ている。また、当該先行事例より早い時期（2021 年 5 月）に開発し運用している。 

〇搬送用アイソレーター（インターネット等） 

 搬送用アイソレーターは、傷病者の全身を覆う（隔離する）が、内部に冷暖房機能はなく

温度管理できない（夏期は熱中症等が危惧される。）。本応募作品は、患者側エリアに延長

ダクトを通じて冷気等を送り、陰圧換気できる構造である。 
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（R5） 消防防災機器等の開発・改良 

概要 

 3 / 20 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
救急車におけるファインバブルオゾンガス処理水霧化による空間

除菌処理に関する研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（株式会社ＩＨＩ物流産業システム）釜瀬幸広 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

救急現場においては、新型コロナウイルスを始めとする各種ウイ

ルスなどの感染リスクにさらされており、適切な除菌が求められて

いる。各種除菌方法が救急車内での除菌処理に用いられているが、新

しく開発したファインバブル技術を用いた除菌水「Re:Clear（リクリ

ア）」と霧化式空間除菌装置を用いて、救急車における車内の除菌適

用可能性を研究した。 

 従来方式の一つであるオゾンガス処理との比較、寒冷地での評価

などを救急車による実機適用検証により良好な除菌効果が得られて

おり、適用可能性を見出した。また、従来方式であるオゾンガス処理

についても、処理における適切な処理条件が検証できた。リクリア霧

化器の販売も開始した。 

本文中の連番：  

 
 

４ 「開発」か「改良」 

（該当するものを選択） 
開発 

５ 機器の利用分野 

救急救命現場における除菌 

 

６ 先行する開発・改良との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無       

その他インターネット等の類似品 確認結果 事例有☐ 無  
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 18 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
コーンカロリメータ試験によるケーブル垂直トレイ試験における

燃焼長の推定法 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 

（一般社団法人電線総合技術センター ）深谷 司 

（国立大学法人豊橋技術科学大学）中村 祐二 

 

 ３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

本論文は、ベンチスケール試験結果から、代表的なケーブ
ル燃焼性試験である垂直トレイ燃焼試験におけるケーブル
の燃焼長さを予測することが可能な推定式を、次元解析に
基づき導き、その検証を行った結果を報告するものであ
る。推定法の評価のために、コーンカロリーメータ試験と
垂直トレイ試験により合計 12 種類のケーブルの燃焼実験
を実施し、その整合性を検討した結果、ここで提案する推
定法は幅広い条件で活用可能であることが確認され、今
後、垂直トレイ試験を実施せずとも、より簡便なベンチ
マーク試験であるコーンカロリーメータ試験を用いケーブ
ルの難燃性評価が可能であることを示した。

 

本文中の連番：  

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有 無 ☐ 

コーンカロリーメータ試験結果から、垂直トレイ試験の結果を推定するための検討はこれま

でも多数（世界中で）実施されているが、先行研究では、主に両者で得られる発熱速度等の

発熱特性の比較に着目しているに過ぎない。本研究成果は、物理的考察により検討された次

元解析に基づいて構築された推定式により、より定量的なケーブル損傷度合を表す燃焼長を

予測する能力を有するという意味で、他とは全く異なる推定法である。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 救急活動における感染防止衣の汚染状況と対策に関する研究 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（広島国際大学） 佐々木 広一 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

救急活動での感染防止衣の汚染箇所等については明らかに
されていない。感染防止衣の汚染状況と対策について検討
することを目的とし、感染防止衣の汚染状況実態を調査し
た結果、汚染による交換は総出動件数22,171件中124回で
あった。さらに、救急活動時の汚染状況シミュレーション
実験結果では、アンケート調査と同様にクリティカルゾー
ンの両前腕部の汚染が多かった。汚染した感染防止衣での
活動は感染リスクが高まるため、アームカバーやアイソ
レーションガウンを併用し感染リスクを軽減させること、
また背面ベンチレーションは感染対策上大きな問題はな
く、暑熱環境対策として有効である。

 

本文中の連番： 図 3 

 
 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   事例有    ☐事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  

先行研究との相違点 

 

・先行研究（2001.矢野ら）は，感染防止衣を含めた救急隊員の血液・体液からの汚染曝露状

況調査はあるが，調査時期が救急救命処置範囲拡大前であり，その後救急出動件数も大幅に

増加し，活動内容も大きく変化していること。また，対象救急隊が，同一消防本部 10隊 110

人に対し，本研究では３の政令指定都市 93隊 922人と大規模調査であること。さらに，汚

染曝露調査が EPINet登録であり全数把握ができていないが，本研究では感染防止衣の交換

回数など，詳細な実態調査を行ったこと。 

・実態調査から汚染曝露シミュレーション実験を実施し実験的検証を行ったこと。 

・これらの研究結果から，感染防止衣からの感染曝露について具体的対策を提言しているこ

と。 
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（R5） 消防防災科学論文 

概要 

 3 / 19 

概要（必須） 
・本頁は公開するため、個人が識別出来る写真、団体名、看板、ナンバープレート、エンブレム、マーク等の取扱いに注意 

１ 作品名 
新型コロナウイルス感染拡大と救急搬送需要の変化 

―事故種別、年齢別の分析― 

２ 主たる応募者 

（所属）氏名 又は 団体名 
（日本体育大学 保健医療学部 救急医療学科）三橋 正典 

３ 要旨と 公開用の図・表・写真 

要旨は 280 字以内で記入すること。公開用の写真等は、「本文」の中から適したものを選び、電子

データ（タテ 3cm、ヨコ 3cm）で貼り付けること。 

 
（字数制限 280 字に設定してあります） 

【背景】COVID-19により救急搬送人数が減少したが、詳細
な検討は行われていない。【目的】COVID-19による救急搬
送人数の変化を調査する。【方法】2019年から2020年への
変化を月別、年齢5歳ごと、事故種別ごとの年齢別に分析し
た。【結果】救急搬送人数はすべての年齢別で減少してい
た。人口１万人あたりの救急搬送人数の変化率は、0歳から
4歳が-33.5％と最も大きく、年齢が低いほど減少率が大き
い傾向がみられた。急病、交通事故の年齢別では若年層ほ
ど変化率が大きかった。【結論】年齢別の人口１万人あた
りの救急搬送人数の変化率は、若年層ほど大きく減少して
いた。

 

本文中の連番：  

 

 

４ 先行研究との相違 

  先行事例について、有無を確認のうえ、「有」の場合、相違を簡潔に記載してください。 

  先行事例の確認結果   ☐事例有    事例無 

次について必ず掲載確認のうえ、その相違点を記載すること。 

消防研究センターHP （http://nrifd.fdma.go.jp/exchange_collaborate/hyosho/index.html）確認結果 事例有☐ 無  

一般財団法人全国消防協会 HP（http://www.ffaj-shobo.or.jp/ronbun/） 確認結果 事例有☐ 無  

その他のインターネット上文献の確認 事例有☐ 無  
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